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外国語表現の能力（読むこと）
プロトタイプＡ-1
単元：
BOOK 2, LESSON 8

評価の観点（技能）：
外国語表現の能力（読むこと）

評価規準：
内容が伝わるようにスピーチ原稿を音読することが出来る。

評価方法：
【音読テスト】スピーチ原稿を用意して、下読みの時間をあたえたあと、気持ちを込めて音読をさせ、その出来を評価する。
留意点　Wales, Northern Ireland, Welsh, euroなど、未習の語に対しては、前もって発音練習させる。
評価基準：A・B・Cの3段階
①②③それぞれABCでつけて、数値変換して合計し、それをＡＢＣに振り分ける。

①発音の正確さ

Ａ：発音上の誤りがほとんどない

Ｂ：いくつか発音上の誤りがあるが、理解できる範囲の誤りである

Ｃ：伝えたい意図が曖昧になるような発音上の誤りがいくつかある

②声の大きさ・感情

Ａ：聞き手に伝わる十分な声量で、感情豊かに音読している。

Ｂ：聞き手が聞き取れる声量で音読している

Ｃ：聞き手が聞き取れない声量で音読している

③音・強勢・リズム・イントネーション

　Ａ：音・強勢・リズム・イントネーション上の誤りがほとんどない

　Ｂ：いくつか音・強勢・リズム・イントネーション上の誤りがあるが、理解できる範囲の誤りである

　Ｃ：伝えたい意図が曖昧になるような音・強勢・リズム・イントネーション上の誤りがいくつかある

評価課題：
次の英文は連合王国（イギリス）についてのスピーチ原稿です。内容が伝わるように、音読しなさい。
     I am going to talk about the UK.  It is an island country just like Japan.  It is located very far from Japan.  It has four countries: England, Wales, Scotland and Northern Ireland.  England is the largest of the four.  People speak English, but in Wales, they have their own language, Welsh.  The UK is a member of the EU, but they don’t use euro.  England is known for football.  I like football the best of all.  I want to go to the UK someday. 


















